社会科学習指導案 平成31(令和元)年度 : 公民的分野 よりよい社会をめざして－ＳＤＧｓ－「富山市が抱える問題を解決するために，コンパクトシティ政策は今後(10年20年先)も続けていくとよいか」 by 坂田 元丈
平成 31 年度(令和元年度) 教育研究協議会
― 教科の本質に迫る授業づくり ―
＜社会科学習指導案＞































３年４組 男子 21 名 女子 19 名 計 40 名
指 導 者 坂 田 元 丈
【授 業】９：40 ～ 10：30 会場 ３年４組（４階）
【協議会】10：45 ～ 11：55 会場 ２年４組（３階）




























の後継として，2015 年 9 月の国連サミットで採択された「持続可能な開発のための 2030 アジェン
ダ」にて記載された 2016 年から 2030 年までの国際目標である。持続可能な世界を実現するための
17 のゴール・169 のターゲットから構成され，地球上の誰一人として取り残さない"leave no one
behind"ことを誓ったもので，ＳＤＧｓは発展途上国のみならず，先進国自身が取り組むユニバー
サル（普遍的）なものであり，日本としても積極的に取り組んでいくことを政府としても表明して

























































































































































































































































































過程 教師による発問・指示 期待される生徒の反応や活動(学習課題・単元を貫く問い) (獲得させたい知識・概念)
◇ 第１次 01 仮想Ｇ町内会の班長決めのルー ・社会生活における問題の解決方法を考える。
社会生活の問 ルはどうすればよいでしょうか。 ・改正案の修正案について意見交換する。
題はどのよう 02 改正案の修正案はありますか。 ・全会一致，決定手続きへの合意による多数決
に解決すれば 03 これまでの話合いのようすを板 ・無意識に行っていた対立と合意，効率と公正
よいか。 書しながらまとめます。 の考えを授業を想起しながら整理する。













◇ 第２次 09 １年生の地理の時間に南アメリ ・アマゾンの森林開発を続けるべきかどうかを
持続可能な社 カ州を取り上げましたが，どんな 話し合いました。
会とは何か。 テーマでしたか。 ・持続可能な社会という言葉を聞きました。
ＳＤＧｓとは 10 何が問題になりましたか。 ・経済を優先するか，環境を優先するかが問題
何か。 となりました。

























◇ 第３次 24 富山市はなぜコンパクトシティ （以下，予想や資料から読み取ったこと）
富山市コンパ 政策を推進しているのですか。 ・郊外化によって膨らむ上下水道整備や除雪を
クトシティ政 25 予想を立てましょう。 はじめとする財政コストを削減するため。
























◇ 第４次 33 仮想Ｆさんは中心市街地・郊外 ・中心市街地に住むという意見と郊外に住むと
コンパクトシ 新興住宅地のどちらに住宅を構え いう意見について，討論[立論→反論→反論へ
ティに住みま ればよいだろうか。＜本時＞ の反論]を行う。 〔※詳細は本時の指導案〕

















































































































・United Nations "Transforming our world: the 2030 Agenda for Sustainable Development" 2015
第３学年 社会科学習指導案【当日修正版】
令和元年６月７日（金）午前の公開授業
３年４組 男子 21 名 女子 19 名 計 40 名
指 導 者 坂 田 元 丈
【授 業】９：40 ～ 10：30 会場 ３年４組（４階）
【協議会】10：45 ～ 11：55 会場 ２年４組（３階）
















































































過程 教師による発問・指示 期待される生徒の反応や活動(学習課題・単元を貫く問い) (獲得させたい知識・概念)
◇ 第１次 35 １年生の地理の時間に南アメリ ・アマゾンの森林開発を続けるべきかどうかを
ＳＤＧｓ）と カ州を取り上げましたが，どんな 話し合いました。
は何か。 話合いをしましたか。 ・持続可能な社会という言葉を聞きました。


























◇ 第２次 50 富山市はなぜコンパクトシティ （以下，問題・効果について読み取ったこと）
なぜ，富山市 政策を推進しているのですか。 ・郊外化によって膨らむ上下水道整備や除雪を
はコンパクト 51 富山市で解決するべき問題は何 はじめとする財政コストを削減するため。
シティ政策を ですか。 ・中心部の商店などの賑わいを取り戻すため。


























◇ 第３次 59 富山市が抱える問題を解決する 〔※詳細は本時の指導案〕
富山市の問題 ために、コンパクトシティ政策を
は解決できる 今後(10 年，20 年先)も続けていく
か。（２時間） とよいだろうか。＜本時＞
◇ 第４次 60 富山市が抱える問題を解決する ・持続可能なまちづくりとは，環境・経済・社
よりよいまち ためには，どのようなまちづくり 会の統合的向上をめざしたまちづくりである。
づくりはどう を行っていけばよいだろうか。
















コンパクトシティ政策は今後(10 年 20 年先)も続けていくとよいだろうか。～
２ 課題に対して意見交換する(立論→反論→反論へ反論)。 ・判断する際の『判断の基準』は
【Ａ案】よい。 【Ｂ案】よくない。 環境・経済・社会の調和がとれ
（うまくいくと思うので） （うまくいくと思わないので） 「持続可能な社会」，「効率と公正」
理由付け↑ 理由付け↑ であることを想起させ，判断の妥当
・高齢者が多く住む地域に公 ・中心部への集住が進むと，新 性の検証を行うための話合いである
共交通網が整備されている たに都市環境の問題が発生す ことを助言し，論点がずれないよう
ので，高齢化に対応できる。 るのではないか。 に意見を整理する。
・中心部の賑わいが生まれ， ・中心部だけに財政が投入され ・反論(説得)する際は「理由付け」
流入人口や児童数が増加し ることは納税者にとって公正 に対して「根拠」を明らかにしな
ている。 ではない。 がら反論するよう助言する。
反論↑ 反論↑ ・Ａ案は赤色，Ｂ案は青色，どちら
・子育て世代は郊外の広い家 ・今のうちから段階的に取り組 とも言えなくなった際は緑色のカ
に住む人が多い。そこまで， んでおかないと，将来の人口 ードを示し，立場が変更した場合
中心部に住もうという人は 減少と超高齢社会に対応でき もカードで示させる。
増えていない。 ない。 ・意見の追加・質問・反論について
反論への反論↑ 反論への反論↑ はハンドシグナルを用い，常に自
・他の郊外の事例によれば， ・中心部での生活を始めるには 分の立場を明確にして発言できる
郊外も高齢化が進み，公共 お金がかかる。お金に余裕の ようにする。
交通がないと高齢者の移動 ある人はできるが，それでは ・どの立場で発言しているのかを明
の利便性が下がっている。 公正ではない。 確にさせ，構造的に板書する。
３ 次時の学習を確認する。 ・環境・経済・社会の統合的向上を
・富山市が抱える問題を解決するためには，どのようなまちづ めざした持続可能なまちづくりに
くりを行っていけばよいだろうか。 ついて考えることを予告する。
（３）学習評価の視点
富山市が抱える問題とこれを解決するために推進されているコンパクトシティ政策の分析につい
ての話合うことを通して，コンパクトシティ政策には将来世代の環境の保全・経済の開発・社会の
発展を調和の下に進めていけるという利点がある一方で，現代世代のニーズからは離れているとい
う課題があることについて理解することができたか。 【知識・技能】（発言・ワークシート）
７ 授業観察の視点（本校の研究の視点①～③との関係）
・社会的な見方・考え方を重層的に捉える「知識の構造図」と，これに相関する「問いかけ」は効果
的であったか。 【視点①：資質・能力】・【視点③：問いかけ】
・ＳＤＧｓやこれに関わる富山市のコンパクトシティの事例を取り上げ，よりよい社会の実現を考え
させる単元構成は，社会に生きる市民としての態度育成につながったか。 【視点②：実践力】
